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06  まちのできごとほっとトピックス
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16  こんにちはつるおか／声‐voice‐
17  各種相談窓口
18  写真で見る つるおかの今昔

【出羽三山神社例大祭　花祭】
五穀豊じょう、家内安全を祈願する祭り。献燈

とう

は稲の花に見立てた造花で彩られ、会場は花を
求める多くの参詣者でにぎわいます。
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全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
と
は

　

海
は
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く

れ
ま
す
が
、
そ
の
恵
み
は
限
り
あ
る
水
産
資

源
で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
水
産

資
源
を
確
保
す
る
た
め
、
海
等
の
環
境
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に
訴
え
る
と

と
も
に
、
作
り
・
育
て
る
漁
業
を
推
進
し
、

水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
の
が
「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」
で
す
。
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
国
民
的
行

事
の
一
つ
で
、
昭
和
五
十
六
年
に
第
一
回
大

会
が
大
分
県
で
開
催
さ
れ
て
以
降
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
十
六
回
目
の
今
年
は
、

初
め
て
山
形
県
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
取
り
組
み

 

「
森
と
川
か
ら 

海
へ
と
つ
な
ぐ 

生
命
の
リ

レ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
今
大
会
。

森
で
蓄
え
ら
れ
た
有
機
物
・
ミ
ネ
ラ
ル
は
、

川
を
経
て
海
へ
運
ば
れ
、
魚
や
海
藻
を
育
み

ま
す
。
海
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
海
だ
け

で
な
く
、
森
・
川
を
良
い
環
境
に
保
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

本
市
で
は
、
以
前
か
ら
森
・
川
・
海
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
た
め
、
海
と
、
海
を

取
り
巻
く
環
境
の
保
全
に
市
民
や
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
が
、
平
成
九
年
に
油
戸
地
区
で
始
ま
っ

た
「
魚
の
森
づ
く
り
事
業
」
で
す
。
こ
れ
は
、

海
に
流
れ
込
む
地
下
水
や
川
の
源
流
を
豊
か

に
す
る
た
め
、
植
栽
や
下
草
刈
り
等
を
行
う

活
動
で
、
現
在
は
堅
苔
沢
地
区
や
鼠
ヶ
関
地

区
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
海
・
川
・
魚
へ
の
理

魚の森づくり事業アユの放流（斎小学校）漁業体験（鼠ヶ関小学校）

【特集】

９月10日○土・11日○日 開催

◎問合せ   本所農山漁村振興課☎25‐2111内線558
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第36回
全国豊かな海づくり大会
～やまがた～
大会キャラクター 

「もっけだのん」

解
を
深
め
る
取
り
組
み
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

十
五
年
度
か
ら
は
、
学
校
や
漁
業
関
係
者
、

地
域
等
と
連
携
し
、
環
境
学
習
の
一
環
と
し

て
放
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
市
が
主
催
す
る
漁
村
体
験
・
お
魚
教
室
や
、

温
海
第
４
地
区
自
治
会
が
主
催
す
る
漁
業
体

験
・
魚
食
教
室
な
ど
、
子
供
た
ち
が
海
に
親

し
む
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
で
の
開
催
が
決
定
し
た
二
十
四
年
度

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
大

会
の
機
運
醸
成
に
向
け
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
や

大
会
記
念
リ
レ
ー
放
流
を
県
と
連
携
し
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

海
づ
く
り
に
向
け
て

　

大
会
一
日
目
の
九
月
十
日
は
歓
迎
行
事
が
、

そ
し
て
二
日
目
の
十
一
日
は
式
典
行
事
（
酒

田
市
）、
鼠
ヶ
関
港
で
の
海
上
歓
迎
・
放
流

行
事
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
参
加
で
き
る

の
は
招
待
者
の
み
で
す
。
誰
で
も
自
由
に
参

加
で
き
る
行
事
は
、
本
市
、
酒
田
市
、
遊
佐

町
で
行
わ
れ
、
本
市
で
は
由
良
地
区
で
「
豊

か
な
海
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
in
ゆ
ら
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
漁
船
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
、
ス
テ

ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
各
地
域
の
特
産
品

販
売
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
場
内
の
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、
式
典
行
事
や
鼠
ヶ
関
港

で
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
放
流
の
様
子
が

放
映
さ
れ
ま
す
。
来
場
者
も
稚
魚
放
流
を
体

験
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
海
。
し
か
し
、
水
産
資
源
の
枯
渇
や
海
洋

汚
染
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
豊
か
な
海
と
そ
の
恵
み
を
未
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
守
り
、
作
り
・
育
て
る
海

づ
く
り
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

 豊かな海づくりフェスタ in ゆら

　　　　　　　　　　　　　　　
特産品販売・飲食コーナー　11：00～16：00

10：30 　開場

11：00

　オープニングイベント

　　とようら金管クラブ×八乙女太鼓

　　鶴岡北高校　書道部パフォーマンス

　　Shooting ☆ stars チアダンス

　　表現舎刻一刻　ドラマチック舞踊

13：30 　式典行事映像放映（録画）

15：10 　鶴岡東高校吹奏楽部演奏

15：30 　海上歓迎・放流行事放映（中継）

16：00 　閉場

■日 9月11日○日 　
■場由良ふれあい広場周辺

大会記念リレー放流（櫛引東小学校） １年前プレイベント in鼠ヶ関

　漁村体験コーナー　11：00
　　ジェルキャンドルとアワビの殻を使ったストラ
　　ップづくりを体験できます （各先着200人）

　お魚解体ショー　12：50
　　新鮮な魚を目の前でさばきます
　　何の魚かは当日のお楽しみ！

　漁船パレード・稚魚放流　14：00
　　大漁旗をなびかせた漁船が湾内をパレード
　　会場ではヒラメ・トラフグ・クロダイの稚魚放
　　流を体験できます

鶴岡市の魚クロダイPRキャラクター

放流に使った記念バケツを
プレゼントします！（限定500個）

?

 会場内の催し

当日は、400台分の駐車場
を準備しますが、多くの方
が利用できるよう、車でお
越しの際は、乗り合わせて
お越しください。ご協力を
お願いします。

第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～関連行事

  特設ステージ

● 水産加工品・農産物の販売
● 各地域（鶴岡・藤島・羽黒・櫛引・朝日・温海）
　 の特産品の販売　
● エビ汁・玉こんにゃくの振る舞い
　（各限定500食）

みんな遊びさ
来ての～！
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市
政

鶴
岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

平
成
27
年
度
年
次
報
告

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
向
け
て
策
定
し
た
「
第
２
次
鶴

岡
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
役
所
等
で
行
う
全
て
の
業
務
に
伴
う

同
ガ
ス
排
出
量
を
、
平
成
25
年
度
～
29
年
度

の
５
年
間
で
平
均
５
％
（
対
22
年
度
比
）
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

27
年
度
の
同
ガ
ス
排
出
量
は
、
４
万
１
、
４

２
７
・
３
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２
で
、
22
年
度
に
比
べ

９
・
７
５
％
の
減
で
し
た
。
本
市
で
は
、
引

き
続
き
節
電
と
省
エ
ネ
に
努
め
ま
す
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８　

■他
市
HP

健
康
・
福
祉

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動　
　
　
　
　

日
曜
日
乳
が
ん
検
診　
　
　

■日
10
月
16
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
～
９
時
30
分　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー　

■対
今
年
度
40
歳
以
上
の
偶
数
年

齢
に
な
る
方
先
着
10
人　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
９
月
５
日
○月
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ　

■他
生
活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
に
免
除
制
度
あ
り（
事
前
申
請
必
要
）

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
障
害
・
遺

族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

▼
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金　

■対
今
年

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

１
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
っ

た
方
で
、28
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の
方（
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
等
を

除
く
）　

■
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
３
、
０
０
０
円

▼
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

■対
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
の
方
で
、今
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
（
高
齢

者
向
け
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
方
を
除

く
）　

■
支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ

き
３
万
円

▼
共
通　

■
支
給
時
期　

10
月
以
降　

■
申

請
期
間　

９
月
１
日
○木
～
来
年
１
月
４
日
○水　

■
申
請
方
法　

８
月
末
に
、
仮
判
定
で
支
給

対
象
と
な
っ
た
方
へ
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く

だ
さ
い　

■
給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ

い　

市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
、
現
金
自

動
預
け
払
い
機
の
操
作
や
手
数
料
の
振
り
込

み
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

■問
本
所
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
室
☎
25
‐
２

２
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
今
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
以
外
の
市
区

町
村
に
住
民
登
録
の
あ
っ
た
方
に
は
、
そ
の

市
区
町
村
が
支
給
し
ま
す

高
齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
４
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞　

数
え
歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正

７
年
生
ま
れ
）
…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１

０
０
歳
の
方
（
大
正
５
年
４
月
１
日
～
大
正

６
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
１
９
２

障
害
者
団
体
・
親
の
会
等
の

登
録
を
募
集
し
ま
す

　

福
祉
施
策
支
援
等
で
の
相
互
連
携
と
協
働

を
促
進
す
る
た
め
、
市
内
で
活
動
す
る
障
害

者
の
団
体
や
家
族
会
、
親
の
会
等
の
登
録
を

募
集
し
ま
す
。

■申
本
所
福
祉
課
☎
１
３
７
ま
た
は
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐

２
７
９
４
へ　

■他
市
HP

家
族
介
護
者
支
援
事
業
に
協
力
い
た

だ
け
る
温
泉
施
設
を
募
集
し
ま
す

　

重
度
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
へ
、
温
泉
入
浴
券
の
贈
呈
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
温
泉
入
浴
券
利
用
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
温
泉
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件　

本
市
に
入
湯
税
を
申
告
し
て

い
る
温
泉
施
設　

■申
８
月
12
日
○金
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
８

月
31
日
○水
で
す
。
９
月
１
日
○木
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と

め
て
８
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
記
載
内

容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
、
間
違
い
が

あ
る
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
９
月
以
降

に
医
療
機
関
等
で
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

に
つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
28
年
度

は
月
額
１
万
６
、
２
６
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基

礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
す
る
場
合

は
、
付
加
年
金
も
繰
上
げ
・
繰
下
げ
に
な
り
、

受
け
取
る
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率

で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
の
28
年
度
現
況
の
届
出
を

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
届
出
期
間

等
を
確
認
し
、
本
所
子

育
て
推
進
課
☎
内
線
１

５
１
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ
忘
れ

ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
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10
月
４
日
○火
…
朝
暘
四
小
（
同
校
）、
上
郷

小
（
同
校
、
大
泉
小
）　

５
日
○水
…
朝
暘
三

小
（
同
校
）、
櫛
引
公
民
館
（
櫛
引
地
域
の

小
学
校
）　

６
日
○木
…
湯
野
浜
小
（
同
校
）、

あ
さ
ひ
小
（
同
校
）　

７
日
○金
…
渡
前
小
（
同

校
、
東
栄
小
）　

12
日
○水
…
あ
つ
み
小
（
温

海
地
域
の
小
学
校
）　

13
日
○木
…
大
山
小（
同

校
、
加
茂
小
）、
羽
黒
二
小
（
羽
黒
地
域
の

小
学
校
）　

26
日
○水
…
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）（
未
受
診
者
）　

■対
平

成
22
年
４
月
２
日
～
23
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定

者
（
東
日
本
大
震
災
で
の
避

難
等
で
本
市
に
住
所
の
な
い

児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）

■問
学
校
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
５

税
・
生
活
・
そ
の
他

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
新
た
な
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７　

■他
市
HP

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

さ
い
。

■他
８
月
12
日
○金
・
15
日
○月
～
18
日
○木
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時
に
市
役
所
本
所
６
階
大

会
議
室
へ
特
設
受
付
会
場
を
設
置
し
ま
す

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
・
■
会
場
（
就
学
予
定
校
）　

9
月
15
日

○木
…
豊
浦
小
（
同
校
）　

16
日
○金
…
斎
小
（
同

校
、
黄
金
小
）、
藤
島
小
（
同
校
、
長
沼
小
）　

21
日
○水
…
京
田
小
（
同
校
、
栄
小
）　

28
日

○水
…
朝
暘
一
小
（
同
校
）、
西
郷
小
（
同
校
）

29
日
○木
…
朝
暘
二
小
（
同
校
）　

30
日
○金
…

朝
暘
五
小
（
同
校
）、
朝
暘
六
小
（
同
校
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
だ
ち
ゃ

豆
を
食
べ
て
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
市
長
の
東
京
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
や
庄
内
空
港
・
加
茂
水
族
館
で
の
振
る
舞

い
も
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
５
７
３

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」 

防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
６

　

東
日
本
大
震
災
等
の
災
害
を
教
訓
に
、
災

害
へ
の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
る
こ
と

を
目
的
に
、防
災
の
日
の
前
後
１
週
間
は「
防

災
週
間
（
８
月
30
日
～
９
月
５
日
）」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
避
難
場
所

や
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く

と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を

習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■日
８
月
30
日
○火
～
９
月
２
日
○金
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場

市
役
所
本
所　

■内
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

非
常
持
出
袋
・
防
災
資
器
材
の
展
示
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
そ
生
法
の
講
習
、
防
災
に

関
す
る
相
談
窓
口
開
設
等　

■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
８
６

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
９
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５
へ

■他
市
HPご

み
焼
却
施
設
整
備
事
業
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
結
果
を
縦
覧
し
ま
す

■
縦
覧
期
間　

8
月
15
日
○月
ま
で
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時　

■場
・
■問
廃
棄
物
対
策
課
☎

22
‐
２
８
４
９　

■他
８
月
16
日
○火
～
29
日
○月

に
意
見
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す

市
道
赤
川
土
手
線
の
車
両
通
行
止
め

　

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
８
月
29

日
○月
午
前
10
時
か

ら
市
道
赤
川
土
手

線
を
車
両
通
行
止

め
と
し
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎

内
線
４
７
５　

■他

歩
行
者
・
自
転
車

は
通
行
可

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

　

ひとり親家庭の方へ

資格取得のための助成を拡大しました
子育て支援

■申本所子育て推進課☎内線151

▼
▼

▼

高等職業訓練促進給付金　■対資格取得のための養成機関に 1
年以上通学する方（最長３年間）　■支給額　月額７万500
円（市民税非課税世帯の方は月額10万円）　■他給付金を受給
している方を対象にした助成制度（生活応援給付金〈■支給
額　月額５万円〉、住まい応援給付金〈■対民間賃貸住宅に住ん
でいる方　■支給上限額　月額２万円〉）あり
自立支援教育訓練給付金　■対就職やキャリアアップのため、指
定の教育訓練講座を受講した方で雇用保険に加入していない方　
■助成額　受講料の５分の３の額（上限20万円）　
共通　■対20歳未満の子供を扶養する本市在住のひとり親家庭
の親で、児童扶養手当を受給している方または同等の所得水
準の方　■他市HP。事前相談必要

赤川河川緑地

三
川
橋

国道
345号

県道
47号
羽
黒
橋

通行止め区間
（約1.5km）

至藤島至羽黒

↓

→：河川緑地への進入路

↓

７
月
１
日
号
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
鶴
岡

市
職
員
採
用
試
験
【
平
成
29
年
４
月
１
日
採

用
予
定
】」
の
「
消
防
士
（
職
務
経
験
者
）」

の
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
昭
和
57

年
」
で
は
な
く
、
正
し
く
は
「
昭
和
52
年
」

で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 藤沢周平記念館　朗読会『霧の果て　神谷玄次郎捕物控』を読む

＜朗読会：荘内神社参集殿　企画展：藤沢周平記念館＞

ＮＨＫＢＳ時代劇で同作品の主演を務めた高橋
光臣氏が朗読。全国から参加した約300人が江
戸で起こる事件をめぐる物語に聞き入りました。

７. 17
同館では12月26日○月 まで同作品の企画展を開
催し、自筆原稿、同心衣装や江戸の木戸番小屋
と自身番の模型などを展示しています。

温海 うまイカ 干しイカ イカまつり・温海モリウミ体験フェス 

＜鼠ヶ関港周辺＞

新鮮な生イカやイカ焼きなど旬の夏イカを求め
る人々で会場は大にぎわい。イカ足書道やスル
メイカ卓球大会等も行われ、来場者はイカ尽く

６．18
しの催しを満喫した様子です。また、マリンパ
ークねずがせきでは鼠ヶ関の自然を体験するイ
ベントが行われ、家族連れなどが楽しみました。
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羽黒 国指定重要文化財「羽黒山正善院黄金堂」修繕工事完了

約２年間の工事を終え、黄金堂の一般公
開が始まりました。秋には「於竹大日堂」
とともに初の御開帳を予定しています。

６. 18

＜羽黒山正善院黄金堂＞

櫛引 櫛引東小赤川水質・水生生物調査

川底で捕まえた生き物を手に取り、じっ
くりと観察し種類を判別します。びしょ
ぬれで頑張る児童の姿も見られました。

６. 22

＜赤川黒川橋下流＞

櫛引 櫛引地域森林体験教室

新緑の公園内を櫛引南小１・２年生がゲ
ーム形式で探索。自然の不思議や面白さ
を発見するたびに歓声を上げていました。

６. 21

＜森林公園生き活きべんとう村＞

藤島 コチシュ クリスティアン ショパンコンサート

初夏の爽やかな風が吹く中、『幻想即興
曲』『練習曲（別れの曲）』など数々のショ
パンの名曲が会場に響き渡りました。

６. 25

＜東田川文化記念館＞

羽黒 出羽三山魅力発信協議会

日本遺産の認定を受けた出羽三山の歴史
と文化。参加者は日本遺産認定の意義や
門前町・手向地区の魅力を学びました。

６. 25

＜手向地区地域活動センター＞

鶴岡 庄内酒まつり2016～やまがた芳醇～

食文化創造都市を代表する催し。庄内地
方全18酒蔵の100種類以上の酒が並び、
参加者は初夏の地酒と食を楽しみました。

７. ２

＜ＪＡ全農山形鶴岡倉庫、マリカ西館周辺＞
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催
し

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
10
月
10
日
ま
で
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

（
８
月
12
日
○金
・
15
日
○月
、
９
月
23
日
○金
も

実
施
）　

■時
日
没
～
午
後
９
時
30
分　

■費
２

０
０
円　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎
62
‐
４
７

２
７戦

争
と
平
和
の
資
料
展

■日
８
月
４
日
○木
～
10
日
○水
午
前
９
時
～
午
後

７
時
（
10
日
は
午
後
１
時
ま
で
）　

■場
第
三

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
第
二
次

世
界
大
戦
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
水
筒
等
の

遺
品
、
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
パ
ネ
ル

等
の
展
示　

■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
３

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

郷
土
ゆ
か
り
の
企
画
特
別
展
覧
会

ゴ
ジ
ラ
と
特
撮
美
術
の
世
界
展 

関
連
企
画

■日
・
■内
８
月
６
日
○土
・
７
日
○日
…
三
池
敏
夫

氏（
美
術
監
督
）の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
７

日
サ
イ
ン
会
あ
り
）、
13
日
○土
…
学
芸
員
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー　

■時
午
後
２
時　

■持
観

覧
券　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
発
表
、ミ
ニ
歌
謡
シ
ョ
ー
等　
　

愛
光
園
夏
祭
り

■日
８
月
９
日
○火
午
後
５
時
～
８
時
30
分　

■費

８
０
０
円　

■場
・
■問
同
園
☎
35
‐
２
３
９
９　

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　

      
納
涼
囲
碁
大
会

■日
８
月
11
日
○木
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館

■問
同
支
部
（
本
間
）
☎
23
‐
４
３
５
１

新
民
館
（
旧
大
山
小
校
舎
）

が
開
館
し
ま
す

■日
８
月
14
日
○日
・
15
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

■場
・
■問
大
山
小
☎
33
‐
２
５
７
０

湯
殿
山
本
宮
祭

■日
８
月
15
日
○月
午
前
11
時　

■場
・
■問
湯
殿
山

神
社
☎
54
‐
６
１
３
３

本
市
を
代
表
す
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト 

鶴
岡
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク

▼
荘
内
大
祭　

■日
８
月
15
日
○月
（
14
日
○日
宵

祭
り
）　

■問
同
祭
奉
行
所
☎
22
‐
８
１
０
０

▼
赤
川
花
火
大
会　

■日
８
月
20
日
○土　

■問
同

大
会
実
行
委
員
会
☎
28
‐
１
８
７
３　

■他
HP　

▼
お
ぃ
や
さ
祭
り　

■日
８
月
21
日
○日　

■問
同

祭
り
実
行
委
員
会
☎
25
‐
０
６
１
３

▼
共
通　

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
内
線
５
６

４
戸
沢
花
胡
蝶
歌
舞
伎

■日
８
月
16
日
○火
午
後
１
時　

■
演
目　

奥
州

安
達
ヶ
原
四
段
目
あ
ば
ら
屋
之
場　

■場
・
■問

戸
沢
公
民
館
☎
45
‐
２
３
３
３

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

オ
ー
プ
ン
25
周
年
行
事

■日
・
■内
８
月
20
日
○土
午
前
11
時
・
午
後
２
時

…
動
物
戦
隊
ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、

21
日
○日
午
後
１
時
…
白
崎
映
美
＆
東
北
６
県

ロ
ー
ル
小
ほ
か
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
抽
せ

ん
会
、午
後
５
時
30
分
…
山
戸
能
「
夕
陽
能
」　

■場
・
■申
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

救
難
所
の
救
助
員
に
よ
る
救
命
・
船
舶
事
故
訓
練 

鶴
岡
市
海
難
救
助
訓
練

■日
８
月
24
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
米
子
漁

港　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９
ま

た
は
温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６
１

１
へ鶴

岡
市
芸
術
祭〈
８
月
・
９
月
の
予
定
〉

▼
白
甕
社
美
術
展　

■日
８
月
27
日
○土
～
９

月
６
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
（
27
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
６
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料

▼
同
祭
開
幕
式
典　

■日
８
月
27
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
協
賛
イ
ベ
ン

ト
「
海
づ
く
り
ア
ー
ト
鶴
岡
」　

■日
９
月
３

日
○土
～
11
日
○日　

■場
丙
申
堂
、
エ
ス
モ
ー
ル
、

市
役
所
本
所
、
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
周
辺
等　

■内
森
・
川
・
海
を
テ
ー
マ
と
し

た
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
街
中
芸
術
祭

▼
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会　

■日

９
月
11
日
○日
午
後
３
時　

■場
中
央
公
民
館

■費
１
、
０
０
０
円

▼
書
法
研
究
山
紫
会
展　

■日
９
月
16
日
○金
～

19
日
○月
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
19
日

は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム

▼
錦
心
流
琵
琶
演
奏
会　

■日
９
月
18
日
○日
午

後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

▼
あ
つ
み
作
品
展　

■日
９
月
21
日
○水
～
23
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
23
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
ん
だ
ば
、
語
て
み
っ
が
の
。
温
海
宿　

■日

９
月
24
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
温
海
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
表
千
家
流
茶
会　

■日
９
月
25
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
３
時　

■場
旧
致
道
館　

■費
８
０
０

円▼
裏
千
家
秋
の
茶
会　

■日
９
月
25
日
○日
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分　

■場
出
羽
庄
内

国
際
村　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
さ
ゞ
波
会
民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い　

■日
９

月
25
日
○日
午
後
０
時
30
分　

■場
中
央
公
民
館

▼
佳
陽
会
日
本
画
展　

■日
９
月
27
日
○火
～
10

月
２
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
27
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
２
日
は
午
後
４

時
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
へ
の
投
稿　

■費
１
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111



9 広報つるおか　2016 . 8 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

５
０
０
円
（
同
会
〈
■日
10
月
16
日
○日
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

■場
図
書
館
本
館
〉
へ
の
参

加
は
５
０
０
円
増
し
）　

■申
８
月
30
日
○火
ま

で
同
館
内
実
行
委
員
会
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

▼
共
通　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
内

「
芸
術
文
化
協
会
」事
務
局
☎
57
‐
４
８
６
７

発
掘
！
昭
和
の
16
ミ
リ
映
画
会 

～
お
と
な
の
た
め
の
名
画
館
～

■日
８
月
26
日
○金
午
後
２
時
30
分　

■定
先
着
30

人　

■内『
夏
服
の
少
女
た
ち
』『
親
ば
な
れ

子
ば
な
れ
』　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐

１
０
５
０

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
恋
の
ト
ン
カ
チ
～
鶴
岡
の

杉
で
木
箱
づ
く
り
！
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
！
」

■日
８
月
28
日
○日
午
後
１
時　

■場
高
齢
者
活
動

セ
ン
タ
ー　

■対
25
歳
～
40
歳
の
独
身
男
女
各

12
人　

■内
簡
単
な
木
箱
づ
く
り
、
バ
ー
べ
キ

ュ
ー
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
タ
イ
ム　

■費
男
性
…

４
、
０
０
０
円　

女
性
…
２
、
０
０
０
円

■申
８
月
12
日
○金
ま
で
櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課

☎
57
‐
２
１
１
１
へ　

■他
男
性
の
み
木
箱
づ

く
り
講
習
会
（
■時
午
前
９
時
30
分
）
あ
り

本
市
と
三
川
町
の
中
学
生
代
表
12
人
が
熱
い
思
い
を
発
表 

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
鶴
岡
地
区
大
会

■日
９
月
１
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１

８
５
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署
生
活
安
全
課
☎
28

‐
０
１
１
０
へ

市
民
サ
ロ
ン
第
１
講
「
ど
う
す
る
！
庄

内
！
最
近
の
災
害
か
ら
防
災
を
考
え
る
」

■日
８
月
29
日
○月
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
最
近
の
災
害
と
日

ご
ろ
か
ら
の
防
災
」
松
永
睦
氏
（
庄
内
総
合

支
庁
防
災
安
全
室
）、「
活
断
層　

庄
内
平
野

東
縁
断
層
帯
は
大
丈
夫
な
の
か
」澤
祥
氏（
鶴

岡
高
専
創
造
工
学
科
教
授
）　

■申
同
セ
ン
タ

ー
内
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
☎
23
‐
２
２
０

０
ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪「
景
勝
地
を
訪

ね
梨
狩
り
を
楽
し
む
」バ
ス
ツ
ア
ー

■日
９
月
１
日
○木
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
鶴

岡
公
園
集
合
）　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
方
25

人　

■内
遊
佐
町
湧
水
の
名
所
・
十
六
羅
漢
岩

等
見
学
、
刈
屋
梨
狩
り
等　

■費
２
、
０
０
０

円
（
昼
食
代
等
）　

■申
８
月
16
日
○火
ま
で
庄

内
広
域
行
政
組
合
☎
66
‐
４
１
４
１
へ　

■他

３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
も
可

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

水
田
農
業
試
験
場 

参
観
デ
ー

■日
９
月
３
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■内

試
験
ほ
場
案
内
、
つ
や
姫
パ
ン
・
山
形
１
１

２
号
等
試
食
、
ク
イ
ズ
、
特
製
し
お
り
と
つ

や
姫
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
農
産
加
工
品
展
示
販
売

等　

■場
・
■問
同
試
験
場
☎
64
‐
２
１
０
０

鶴
岡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
く
る
り
ん
館
」休
日
見
学
会

■日
９
月
４
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■内

く
る
り
ん
館
探
検
隊
、
エ
コ
お
も
ち
ゃ
作
り
、

ご
み
分
別
講
座
、
再
生
品
の
抽
せ
ん　

■問
廃

棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
ま
た
は
同
館

☎
35
‐
３
５
５
７
へ

月
山
ワ
イ
ン
ま
つ
り

■日
９
月
４
日
○日
午
前
11
時
～
午
後
２
時　

■場

赤
川
河
川
緑
地　

■内
月
山

ワ
イ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
飲
み

放
題
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

朝
倉
さ
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
抽
せ
ん
会
等　

■費
大

人
…
３
、
０
０
０
円　

子

供
…
１
、
５
０
０
円　

■

前
売
り
券
取
扱
い
（
完
全

前
売
り
制
）　

８
月
26
日
○金
ま
で
Ｊ
Ａ
庄
内

た
が
わ
本
所
・
各
支
所
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
本
所
・

各
支
所
・
産
直
館
各
店
、
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
、
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
、
出
羽
商
工
会
各

セ
ン
タ
ー
、
朝
日
庁
舎
産
業
課
へ　

■問  

Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
本
所
内
「
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
」
事
務
局
☎
64
‐
３
０
０
０

全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
の
拠
出
金
で
実
施 

つ
る
お
か
食
の
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
９
月
４
日
○日
午
後
１
時　

■場
藤
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■定
１
５
０
人　

■内
地
域

に
お
け
る
「
す
い
お
う
」
の
発
展
を
考
え
る

■師
基
調
講
演
…
山
川
理
氏
（
農
学
博
士
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
山
川
理
氏
、

江
頭
宏
昌
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）、
根
岸

由
紀
子
氏
（
女
子
栄
養
大
学
准
教
授
）、
深

澤
昭
吾
氏
（
元
庄
内
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
所
長
）　

事
例
発
表
…
東
洋
大
学
社
会
学

部
、
庄
内
農
業
高
校　

す
い
お
う
料
理
の

試
食
提
供
…
太
田
政
宏
氏
（「
食
の
都
庄
内
」

親
善
大
使
）　

■申
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室

☎
内
線
１
５
５　

■他
市
HP

鶴
岡
市
敬
老
の
つ
ど
い

■日
９
月
16
日
○金
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方　

■内
常
念
寺

保
育
園
児
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
各
団
体
の
発

表
等　

■
入
場
整
理
券
配
布　

老
人
ク
ラ
ブ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
本
所
福
祉
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

六
十
里
越
街
道
フ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

江
戸
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ「
ゆ
ど
の
詣
で
」

■日
９
月
17
日
○土
～
19
日
○月
午
前
８
時
～
午
後

５
時
（
19
日
は
午
後
４
時
ま
で
。
各
日
月
山

あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
・
■費
17
日
…
松

根
→
注
連
寺
→
大
日
坊
→
田
麦
俣
（
３
、
０

０
０
円
）　

18
日
…
田
麦
俣
→
蟻
腰
坂
→
湯

殿
山
奥
の
院
（
３
、
８
０
０
円
）　

19
日
…

湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所
→
大
岫
峠
→
志
津

温
泉
（
２
、
７
０
０
円
）　

■定
各
日
先
着
25

人　

■持
昼
食
等　

■申
９
月
12
日
○月
ま
で
あ
さ

ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス 

生
物
の
多
様
性
を
考
え
る

■日
９
月
17
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
15
分　

■対
高
校
生
20
人　

■内
講
義
「
生
物
の
多
様

性
を
考
え
る
」、
実
験
「
土
壌
微
生
物
を
観

察
す
る
」「
植
物
を
分
析
す
る
」「
昆
虫
を

観
察
す
る
」　

■師
安
田
弘
法
氏
（
山
大
農
学

部
教
授
）、
西
澤
隆
氏
（
同
）、
俵
谷
圭
太
郎

氏
（
同
）、
村
山
秀
樹
氏
（
同
）、
佐
藤
智
氏

（
同
准
教
授
）　

■場
・
■申
９
月
２
日
○金
ま
で
同

学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９
１
１
へ　

■他

昼
食
付
き

市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
は
ち
こ
の
皇
子
物
語
」 

２
０
１
６
完
結
編 

神
様
と
友
達
に
な
っ
た
夏
休
み

■日
９
月
18
日
○日
午
後
２
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０



10

円
（
当
日
は
２
０
０
円
増
し
）　

高
校
生
…

３
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い　

八
文
字
屋
エ
ビ
ス
ヤ
店
等

■問
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会　

■他
出
演
者
募
集
中

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
８
月
４
日
○木
（
９

月
以
降
は
毎
月
第
２
木
曜
日
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
や

相
談　

■費
１
０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
8
月
25
日
○木
、
９
月
29
日
○木
午
前
10
時

■内
認
知
症
ケ
ア
の
講
話
、
介
護
者
交
流　

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
２
日
前
ま
で
高
齢
者

交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す　

鶴
岡
市
民
総
合
体
育
大
会　

■日
8
月
27
日
○土
・
28
日
○日　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館
等　

■内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
弓
道
、
卓
球
、

柔
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等

18
競
技
の
大
会　

■問
同
館
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会 

親
子
水
泳
教
室

■日
８
月
27
日
～
９
月
24
日
の
毎
週
土
曜
日
午

前
10
時
45
分
（
全
５
回
）　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
１
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
（
１
歳
未

満
の
子
供
は
要
相
談
）　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
８
月
29
日
○月
、
９
月
12
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

①
８
月
５
日
○金
、
９
月
２
日
○金　

②
８
月
９

日
○火
、
９
月
13
日
○火　

■時
①
午
後
７
時　

②

午
後
２
時　

■他
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習

会
は
９
月
７
日
○水
午
後
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

８
月
18
日
○木
、
９
月
８
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
体
育
館
（
☎
57
‐
４
３
１
１
）　

■日

①
８
月
12
日
○金
・
26
日
○金
、
９
月
９
日
○金
・

23
日
○金　

②
８
月
16
日
○火
、
９
月
６
日
○火
・

20
日
○火　

■時
①
午
後
７
時　

②
午
後
２
時
30

分　▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
古
の
六
十
里
越
街
道
を
行
く　

■日
９
月
３

日
○土
午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所

発
〈
要
予
約
〉）　

■場
田
麦
俣
→
弘
法
茶
屋
跡

→
独
鈷
茶
屋
跡
→
起
点
（
約
８
㎞
）　

■費
１
、

０
０
０
円
（
軽
食
代
等
。
現
地
集
合
〈
午
前

８
時
30
分
・
旧
田
麦
俣
分
校
〉
は
９
０
０
円
）　

■申
8
月
18
日
○木
～
25
日
○木

▼
羽
州
浜
街
道　

波
渡
岬
と
笠
取
峠
を
行
く

■日
９
月
４
日
○日
午
前
10
時
（
送
迎
バ
ス
市
役

所
本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
五
十
川
駅
→
波

渡
岬
→
小
波
渡
→
笠
取
峠
→
気
比
神
社
→
坂

本
屋
（
約
９
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
軽

食
代
等
。現
地
集
合〈
午
前
10
時
40
分
・
同
駅
〉

は
９
０
０
円
）　

■申
８
月
22
日
○月
～
29
日
○月

▼
共
通　

■定
１
０
０
人
（
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
）　

■費
中
学
生
以
下
５
０
０
円　

■持

お
わ
ん
、
コ
ッ
プ
、
箸
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
市
HP
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

鶴
岡
市
こ
こ
ろ
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

■日
９
月
７
日
○水
午
後
６
時
40
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
元
気
な
こ
こ

ろ
で
働
く
た
め
に
」
東
谷
慶
昭
氏
（
東
谷
心

療
内
科
院
長
）　

■申
８
月
26
日
○金
ま
で
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４
へ

鶴
岡
市
体
育
協
会
主
催 

救
命
入
門
コ
ー
ス
講
習
会

■日
９
月
８
日
○木
午
後
７
時　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円　

■場
・
■問
小
真
木
原
総
合
体
育

館
☎
25
‐
８
１
３
１

あ
な
た
の
周
り
に
楽
し
い
レ
ク
の
花
を
咲
か
せ
よ
う 

き
っ
と
役
立
つ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

■日
９
月
13
日
○火
・
27
日
○火
、
10
月
11
日
○火
・

25
日
○火
午
後
７
時
（
全
４
回
）　

■定
先
着
30

人　

■費
１
、
２
０
０
円　

■場
・
■申
小
真
木
原

総
合
体
育
館
内
「
鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
」
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

午
前
コ
ー
ス

■日
９
月
15
日
○木
・
21
日
○水
、
10
月
４
日
○火
と

６
日
○木
と
７
日
○金
の
う
ち
１
日
・
14
日
○金
・

27
日
○木
、
11
月
10
日
○木
・
24
日
○木
、
12
月
８

日
○木
午
前
９
時
30
分
（
９
月
15
日
の
み
午
後

１
時
30
分
。
全
８
回
）　

■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
昭
和
22
年
４
月
２
日
～
52
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
次
の
全
て
に
該
当

す
る
方
20
人　

▽
肥
満
解
消
の
た
め
減
量
を

希
望　

▽
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）
が
23
～
30
、

ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男
性
、
90
㎝
以

上
の
女
性
（
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て

い
る
方
を
除
く
。
服
薬
中
の
方
は
医
師
に
要

相
談
）　

▽
こ
れ
ま
で
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
い
な
い
方　

■内
運
動
実
技
、
健
康
学
習
、

生
活
習
慣
に
関
す
る
個
別
相
談　

■費
１
、
２

２
０
円　

■申
８
月
25
日
○木
ま
で
健
康
課
☎
内

線
３
７
０
へ　

■他
市
HP

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

軽
ス
ポ
ー
ツ 

ナ
イ
タ
ー
教
室

■日
９
月
16
日
○金
・
30
日
○金
午
後
７
時　

■内
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド　

■費
各
日

４
０
０
円　

■場
・
■申
８
月
31
日
○水
ま
で
櫛

引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐

４
３
１
１
へ

み
ん
な
で
歩
こ
う
！ 

「
里
山
あ
る
き
２
０
１
６
」

▼
大
山
上
池
・
下
池
（
20
㎞
・
８
㎞
・
８
㎞

教
室
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
17
日
○土
午
前
９
時

（
大
山
地
区
イ
ベ
ン
ト
広
場
集
合
）　

▼
羽
黒
山
修
験
の
み
ち
（
20
㎞
・
10
㎞
・
10

㎞
教
室
コ
ー
ス
）　

■日
９
月
18
日
○日
午
前
９

時
（
手
向
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
）

▼
共
通　

■
送
迎
バ
ス（
市
役
所
本
所
発〈
要

予
約
〉）　

午
前
８
時
30
分　

■費
市
内
在
住
の

高
校
生
以
上
の
方
…
１
、
０
０
０
円
（
市
外

は
３
０
０
円
増
し
）　

中
学
生
以
下
…
５
０

０
円　

■持
お
わ
ん
、
保
険
証
等　

■申
８
月
31

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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日
○水
ま
で
小
真
木
原
総
合
体
育
館
☎
25
‐
８

１
３
１
へ　

■他
市
HP
。
庄
内
風
芋
煮
の
振
る

舞
い
・
参
加
賞
あ
り
。
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
予

約
販
売
（
■費
１
、
０
０
０
円
〈
当
日
は
３
０

０
円
増
し
〉）。

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ビ
ン
ゴ
対

象
事
業
。
小

学
生
以
下
保

護
者
同
伴

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

大
会
参
加
チ
ー
ム
・
個
人
募
集

■日
10
月
３
日
○月
～
12
月
７
日
○水　

■対
ク
ラ
ブ

男
子
・
女
子
、
実
業
団
、
シ
ニ
ア
（
35
歳
以

上
）、
ミ
ド
ル
（
男
女
混
合
）、
個
人
は
鶴
岡

地
区
ク
ラ
ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー

ム
で
の
参
加　

■費
１
チ
ー
ム
８
、
０
０
０
円

（
同
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム
は
別
途
登
録
料
７
、

０
０
０
円
。
個
人
は
参
加
チ
ー
ム
に
よ
る
）　

■申
９
月
２
日
○金
ま
で
同
連
盟
事
務
局

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

▼
き
っ
ず
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド　

■日

木
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館　

■対
小
学
生
以
上　

■内
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
し
な
が
ら
体
力
と
運
動
能
力
を
身
に

付
け
る　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登

録
費
１
、
０
０
０
円
）

▼
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゴ
ル
フ
教
室　

■日
毎
週
火
曜

日
午
後
１
時
30
分　

■場
鶴
岡
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ

ン　

■費
６
、
０
０
０
円
（
４
回
分
。
別
途
登

録
費
１
、
０
０
０
円
）　　

▼
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
教
室　

■日
９
月

９
日
○金
・
23
日
○金
午
前
10
時
（
全
２
回
）

■場
小
真
木
原
公
園
等　

■費
１
、
０
０
０
円

■師
全
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟

公
認
指
導
員

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

教
室
参
加
者
募
集

▼
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室　

■日
月
曜
日
午
後
６

時
30
分　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室　

■日
毎
月
第
１
・
第

３
・
第
４
水
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■費
月
額

１
、
５
０
０
円

▼
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室　

■日
毎
月
第
２
～
第
４

金
曜
日
午
後
７
時　

■費
月
額
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■費
登
録
費
１
、
０
０
０
円　

■場
・

■申
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ク
ラ
ブ
☎

53
‐
３
３
０
２

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

同
検
診
受
診
券
等
を
送
っ
て
い
ま
す

■対
昭
和
15
年
4
月
１
日
～
16
年
3
月
31
日
に

生
ま
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方　

■問
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
☎
０
２
３
７
‐
84
‐
７
１
０
０

子
育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館 

遊
び
の
サ
マ
ー

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
・
■内
８
月
４
日
○木
…
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
６

日
○土
…
折
り
紙
教
室
、
９
日
○火
…
化
学
実
験
、

15
日
○月
…
水
遊
び
・
ス
イ
カ
割
り
、
19
日
○金

…
ド
ミ
ノ
倒
し　

■時
午
後
２
時
30
分
（
19
日

は
午
前
10
時
30
分
）　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０　

自
由
研
究
応
援
展
示
「
知
り

た
い
！
下
水
道
の
こ
と
」

■日
８
月
１
日
○月
～
12
日
○金　

■場
市
役
所
本
所　

■内
マ
ン
ホ
ー
ル
の
い
ろ
い
ろ
、
下
水
道
の
仕

組
み
、
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
等
の
展
示　

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

親
子
で
楽
し
む
科
学
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６

■日
８
月
６
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■対

未
就
学
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
小
学

生
だ
け
の
参
加
も
可
）　

■内
様
々
な
テ
ー
マ

の
科
学
実
験
や
も
の
づ
く
り
体
験　

■場
・
■問

鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
０
１
４

西
部
児
童
館

▼
ゆ
め
っ
く
り
映
画
館
と
武
久
さ
ん
手
作
り

紙
芝
居　

■日
８
月
19
日
○金
午
後
２
時　

■対
幼

児
と
そ
の
保
護
者
、
小
学
生　

■内『
す
い
か

の
た
ね
』、
紙
芝
居
（
■師
武
久
明
雄
氏
）

▼
の
ん
の
ん
め
い
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日

８
月
27
日
○土
午
前
９
時
30
分
、
10
時
30
分

■対
小
学
生
各
回
先
着
８
人
（
親
子
の
参
加
も

可
）　

■内
ヘ
ア
ピ
ン
・
ヘ
ア
ゴ
ム
作
り　

■費

１
個
５
０
０
円　

■申
８
月
８
日
○月
～
24
日
○水

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
８
月
19
日
○金　

②
９
月
16
日
○金　

■時
午
前
10
時　

■対
市
内
在

住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
27
年
８
月
～
28
年

１
月
生
ま
れ　

②
27
年
９
月
～
28
年
２
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
離
乳
食
の
話
、

触
れ
合
い
遊
び　

②
触
れ
合
い
遊
び
、
赤
ち

ゃ
ん
と
音
楽
を
楽
し
も
う　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
８
月
16
日
○火
ま
で　

②
９
月
13
日
○火
ま

で▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
８
月
23
日

○火　

②
９
月
13
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
市

内
在
住
の
未
就
園
児
（
①
平
成
28
年
２
月
～

４
月
生
ま
れ　

②
28
年
３
月
～
５
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え

る
妊
婦　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
テ
ィ
ー
タ
イ

ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
８
月
19
日
○金
ま

で　

②
９
月
９
日
○金
ま
で

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊
び

場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日
８

月
28
日
○日
、
９
月
24
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
カ
フ
ェ
へ
ど
う
ぞ　

■日

９
月
２
日
○金
午
前
10
時　

■対
妊
娠
・
子
育
て

中
の
方
先
着
20
人　

■内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

子
育
て
ト
ー
ク
を
楽
し
む　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１離

乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
８
月
25
日
○木
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
27
年
９
月
～
11
月
生
ま
れ
の

子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食

の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養
士
に

よ
る
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円　

■持
大

人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、
甘
く

な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
８
月
18
日
○木
ま

で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ
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ま
ん
ま
ル
ー
ム
８
月
の
講
座 

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
関
わ
り
」

■日
８
月
26
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
保
育
園

長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
事
業 

箏 
日
本
の
楽
器
体
験
教
室

■日
８
月
～
10
月　

■場
中
央
公
民
館
等　

■対
幼

児
～
高
校
生
、
親
子
等　

■申
山
形
箏
曲
彩
音

会
妊
娠
し
た
ら
… 

パ
パ
・
マ
マ
教
室

■日
９
月
４
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
先
着

25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
（
赤
ち
ゃ
ん
の
心
音

を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
お
風
呂
入
れ
）、
講
話
「
妊
娠
中
か
ら

の
心
が
け
」
産
婦
人
科
医
師
等　

■持
母
子
健

康
手
帳　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
７
３

ひ
ろ
っ
ぴ
あ　
　
　
　
　
　

幼
稚
園
・
保
育
園
説
明
会

■日
保
育
園
…
９
月
６
日
○火　

幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
…
８
日
○木　

■時
午
前
10
時　

■対
来

春
入
園
予
定
の
子
供
の
保
護
者　

■場
・
■申
８

月
26
日
○金
ま
で
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０

８
へひ

ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■日
９
月
11
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■内
乳
幼
児
～

小
学
生
の
衣
類
・
玩
具
等
の
販
売
（
全
品
５

０
０
円
以
下
）　

■場
・
■申
中
央
児
童
館
☎
24

‐
４
６
０
８　

■他
出
店
者
（
■定
午
前
・
午
後

の
部
各
８
人　

■費
１
５
０
円　

■申
８
月
８

日
○月
～
19
日
○金
）・
大
型
商
品
販
売
委
託
品

（
■費
委
託
料　

■申
９
月
10
日
○土
ま
で
）
募
集

鶴
岡
市
療
育
講
座 

「
育
て
に
く
い
子
に
は
わ
け
が
あ
る
」

■日
９
月
17
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
保
護
者　

■師
木
村
順
氏
（
療
育
塾

ド
リ
ー
ム
タ
イ
ム
作
業
療
法
士
）　

■申
９
月

９
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
３
へ　

■他

子
供
の
入
場
不
可
。
託
児
あ
り
（
■対
未
就
園

児
先
着
10
人　

■申
８
月
18
日
○木
か
ら
）

中
央
・
南
部
・
西
部
・
暘
光
・
大
山
児
童
館
合
同
企
画 

「
逃
走
中
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
９
月
24
日
○土
午
後
１
時　

■場
小
真
木
原
公

園
（
雨
天
時
は
朝
暘
武
道
館
）　

■内
ハ
ン
タ

ー
役
、
受
付
、
危
険
箇
所
見
守
り
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
準
備
、
補
助
、
救
護
隊
等　

■申
中
央
児

童
館
☎
24
‐
４
６
０
８

平
成
29
年
度 
鶴
岡
市
私
立
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園    
園
児
募
集

　

９
月
１
日
○木
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
１
日
○土
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

保
護
者
の
就
労
等
で
認
定
こ
ど
も
園
で
保
育

の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
申
込
み
時
期
や

手
続
き
が
異
な
る
の
で
、
各
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
認
定
こ
ど
も
園
。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▼
城
南
幼
稚
園
☆
☎
24
‐
７
１
６
４　

①
・

②
各
10
人　

③
・
④
各
若
干
名　

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
24

人　

②
70
人　

③
15
人　

④
若
干
名　

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

①
10
人　

②
・
③
各
15
人　

④
若
干
名　

▼
い
な
ば
幼
稚
園
☆
☎
64
‐
２
３
１
０　

①

・
④
各
若
干
名　

②
５
人　

③
４
人　

▼
若
葉
幼
稚
園
☆
☎
22
‐
２
２
３
７　

①
１

人　

②
・
④
各
３
人　

③
２
人　

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

①
12
人　

②
30
人　

③
８
人　

④
若
干
名

▼
鶴
岡
幼
稚
園
☆
☎
22
‐
０
６
５
８　

①
・

②
各
30
人　

③
１
人

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

①
24

人　

②
17
人　

③
８
人　

④
若
干
名

鶴
岡
市
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ

ン
ク
ー
ル
作
品　

募
集

■対
市
内
の
小
・
中
学
生　

■
規
格　

▽
ポ
ス

タ
ー
…
Ｂ
４
～
Ａ
２
判
（「
９
月
10
日
下
水

道
の
日
」
を
必
ず
記
載
）　

▽
標
語
…
ハ
ガ

キ
ま
た
は
同
じ
大
き
さ
の
紙
１
枚
に
１
作
品

■
各
賞　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
（
参

加
賞
あ
り
）　

■申
９
月
２
日
○金
ま
で
各
学
校

を
通
し
て
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５

８
６
０
へ　

■他「
下
水
道
の
日
・
下
水
道
い

ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
」
も
募
集
。
市
HP

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
公
開
工
作
教
室 

夏
休
み
ア
イ
デ
ア
工
作
相
談
会

■日
８
月
６
日
○土
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
・
中
学
生　

■問
学
校
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

「
ク
ラ
ゲ
」の
自
由
研
究
相
談
会

■日
８
月
６
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
正
午　

■対

小
・
中
学
生　

■費
入
館
料　

■場
・
■問
加
茂
水

族
館
☎
33
‐
３
０
３
６

家
庭
教
育
電
話
相
談 

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
は
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
子
供
か
ら
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
15

分　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
８
７
６　

■問
山
形
県
教
育
庁
生
涯
学
習
振

興
室
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
３
４
４

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
初
飛
来
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
６　

■日
９
月
19
日
○月
ま
で

▼
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
獲
し
よ
う
！
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲
大
作
戦
２
０
１
６

■日
８
月
７
日
○日
午
前
10
時　

■内
都
沢
湿
地
の

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲
競
争
、
い
き
も
の

供
養
祭
、
外
来
生
物
料
理
の
振
る
舞
い

▼
お
茶
っ
こ
会　

■日
８
月
17
日
○水

▼
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
都
沢
湿
地
の
外
来

植
物
駆
除
」　

■日
９
月
３
日
○土
午
前
９
時

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
２
日
前
ま
で
同
館
☎

33
‐
８
６
９
３
へ

致
道
博
物
館

▼
新
作
名
刀
展
‐
現
代
の
刀
工
と
刀
職　

■日

８
月
３
日
○水
～
25
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
５

時　

■内
日
本
刀
と
刀
装
具
の
展
示　

■他
上
林

恒
平
氏
（
刀
匠
）
の
小
刀
制
作
実
演
（
■日
８

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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０
円　

■申
８
月
４
日
○木
～
30
日
○火

▼
共
通　

■時
午
後
７
時　

■対
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着

16
人　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

出
羽
庄
内
国
際
村　
　
　
　
　

外
国
語
講
座

▼
英
語　

■日
・
■費
①
初
心
者
英
会
話
・
②
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
中
級
英
語
…
９
月
１
日
～
12
月

15
日
の
木
曜
日
（
①
午
後
７
時　

②
午
後
７

時
30
分
。
各
全
14
回
）・
各
１
万
８
、
２
０

０
円　

か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店
☆
…
木

曜
日
午
後
７
時
、
毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
30

分▼
韓
国
語　

■日
・
■費
入
門
・
初
級
…
９
月
２

日
～
12
月
16
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

（
各
全
15
回
）・
各
１
万
９
、
５
０
０
円　

韓

国
と
の
出
会
い
☆
…
土
曜
日
午
後
2
時

▼
中
国
語　

■日
・
■費
入
門
…
９
月
７
日
～
12

月
21
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
（
全
15
回
）・

１
万
９
、
５
０
０
円　

初
級
…
９
月
９
日
～

12
月
16
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
15

回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

中
級
…
９
月

３
日
～
12
月
17
日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

30
分
（
全
16
回
）・
２
万
８
０
０
円　

子
供

の
た
め
の
中
国
語
講
座
…
９
月
11
日
～
12
月

25
日
の
日
曜
日
午
後
２
時
（
全
８
回
）・
４
、

０
０
０
円　

朋
友

好
！
☆
…
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
、
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
ベ
ト
ナ
ム
語
体
験
講
座
（
初
級
）　

■日
９

月
４
日
～
11
月
20
日
の
日
曜
日
午
後
７
時

（
全
10
回
）・
５
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

■他
各
講
座
受
講
者
３
人
以
上
で
開
講
。
見
学

可
。
☆
印
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ

ッ
ト
制

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
講
座　

■日
８

月
25
日
○木
・
26
日
○金
、
9
月
１
日
○木
・
２
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
全
４
回
）

■定
５
人　

■費
３
万
６
、
０
０
０
円

▼
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
開
業
集
中
講
座　

■日
８

月
29
日
○月
～
10
月
11
日
○火
午
後
６
時
30
分

（
全
７
回
）　

■定
12
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０

円▼
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日
９

月
６
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
中
堅
社
員
研
修　

■日
９
月
８
日
○木
・
９
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）　

■定

20
人　

■費
１
万
円

▼
３
Ｄ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
高
度
設
計
講
座　

■日
９
月

８
日
○木
・
９
日
○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
全

２
回
）　

■定
５
人　

■費
２
万
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所 

イ
ン
ド
料
理 

ア
ビ
ジ
ッ
ト
さ
ん
の
台
所

■日
８
月
28
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ア
ビ
ジ
ッ
ト
・
ム
レ
イ
氏　

■費
１
、

５
０
０
円　

■場
・
■申
８
月
６
日
○土
か
ら
同
館

☎
25
‐
３
６
０
０
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

美
術
講
座

▼
初
秋
を
感
じ
る　

楓
の
苔
玉
づ
く
り　

■日

８
月
31
日
○水　

■師
今
野
い
づ
み
氏
（
コ
ン
ノ

生
花
店
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
８
月
４

日
○木
～
24
日
○水

▼
カ
ラ
フ
ル
粘
土
で
お
皿
づ
く
り　

■日
９
月

６
日
○火
・
13
日
○火
、
10
月
４
日
○火
（
全
３
回
）　

■師
太
田
金
子
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
３
、
５
０

月
９
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　

将
棋
大
会
・
囲
碁
大
会

■日
・
■費
・
■申
将
棋
…
９
月
７
日
○水
・
５
０
０

円
・
１
日
○木
ま
で　

囲
碁
…
14
日
○水
・
７
０

０
円
・
８
日
○木
ま
で　

■時
午
前
９
時　

■場
・

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

講
座
・
講
習
会

中
央
公
民
館
短
期
青
年
講
座           

気
軽
に
楽
し
む
日
本
酒
講
座 

夏
酒
編

■日
８
月
12
日
○金
午
後
７
時　

■場
芝
楽　

■対
市

内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
20
歳
～
40
歳
代
の

方
先
着
16
人　

■師
郷
守
一
幸
氏
（
鶴
岡
ふ
う

ど
〈
食
×
風
土
〉
ガ
イ
ド
）　

■費
３
、
５
０

０
円　

■申
８
月
３
日
○水
～
９
日
○火
に
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 
稼
ぐ
力
を
磨
く
！

中
小
企
業
経
営
実
践
講
座

■日
８
月
23
日
○火
、
９
月
27
日
○火
、
10
月
27
日

○木
、11
月
24
日
○木
午
後
２
時
30
分
（
全
４
回
）　

■定
12
人　

■内「
環
境
変
化
に
対
応
す
る
自
社

の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
」
小
野
寺
毅
氏

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　

■場
・
■申
同
セ
ン

タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
品
質
管
理
中
級
講
座　

■日
８
月
24
日
○水
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費
４
、
５
０
０
円

月
６
日
○土
・
７
日
○日
・
11
日
○木
・
20
日
○土
・

21
日
○日
）

▼
刀
剣
鑑
賞
入
門
講
座　

■日
８
月
６
日
○土
午

後
２
時　

■師
酒
井
忠
久
氏
（
同
館
館
長
）

▼
共
通　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３

８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

創
造
の
森
交
流
館

▼
夏
の
全
国
星
空
観
察
会　

■日
８
月
５
日
○金

午
後
７
時　

■場
同
館　

■内
星
座
等
の
話
、
野

外
観
察　

■持
双
眼
鏡
（
貸
出
し
あ
り
）
等　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
木
陰
の
涼
風
」　

■日

８
月
20
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■場

同
館
周
辺
（
10
㎞
）　

■費
２
０
０
円　

■申
８

月
17
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
山
の
日
制
定
記
念　

月
山
を
外
来
種
か
ら

守
ろ
う　

■日
８
月
11
日
○木
午
前
７
時
～
午
後

４
時
（
小
真
木
原
公
園
中
央
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■内
姥
沢
（
西
川
町
）
付
近
の

外
来
植
物
除
去　

■費
７
０
０
円　

■持
携
帯
食
、

昼
食
等　

■申
８
月
９
日
○火
ま
で

▼
夏
を
染
め
よ
う
草
木
染　

■日
８
月
20
日
○土

午
前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人

■内
植
物
の
染
液
で
ス
カ
ー
フ
を
染
め
る　

■費

大
人
…
２
、
０
０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０

０
円　

■申
８
月
17
日
○水
ま
で

▼
月
山
ク
リ
ー
ン
登
山　

■日
９
月
11
日
○日
午

前
７
時
～
午
後
５
時　

■定
先
着
20
人　

■内
八

合
目
～
頂
上
の
登
山
道
の
ご
み
拾
い　

■費
７

０
０
円
（
子
供
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
９

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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審
査
会手

づ
く
り
絵
本
・
紙
芝
居 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

■
規
格　

▽
絵
本
…
８
ペ
ー
ジ
以
上
で
本
の

形
に
な
っ
た
も
の
（
形
式
・
材
料
は
自
由
）　

▽
紙
芝
居
…
用
紙
は
縦
26
・
５
㎝
×
横
38
・

２
㎝
（
市
販
紙
芝
居
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
判
）

ま
た
は
縦
29
・
７
㎝
×
横
42
㎝
（
Ａ
３
判
）。

紙
質
は
白
ボ
ー
ル
紙
等
の
板
紙
。
８
場
面
以

上
18
場
面
以
内　

■申
作
品
に
応
募
用
紙
を
添

付
し
８
月
31
日
○水
ま
で
図
書
館
本
館
☎
25
‐

２
５
２
５
へ

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す

る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

■
テ
ー
マ　

▽
写
真
部
門
…
子
育
て
家
族
の

力
、
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
の
力　

▽
手

紙
・
メ
ー
ル
部
門
…
子
育
て
を
家
族
で
支
え

あ
う
大
切
さ
や
地
域
や
社
会
が
見
守
り
応
援

す
る
大
切
さ　

■対
小
学
生
以
上　

■
各
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５
点
以
内　

■申
９

月
５
日
○月
ま
で
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
☎
03
‐
６
２
５
７
‐
３
０
９
０
へ　

■他
HP

11
月
20
日
○日
に
出
羽
庄
内
国
際
村
で
開
催

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内 

出
場
者

■対
庄
内
地
方
在
住
の
外
国
出
身
者
10
人　

■

発
表
時
間　

５
～
７
分
（
テ
ー
マ
自
由
）

■
各
賞　

大
賞
１
人
、
優
秀
賞
２
人
（
参
加

賞
あ
り
）　

■申
９
月
25
日
○日
ま
で
同
館
☎
25

‐
３
６
０
０
へ

９
月
25
日
○日
に
小
真
木
原
陸
上
競
技
場
で
開
催

環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

■定
先
着
20
人　

■
１
区
画　

間
口
１
・
７
ｍ

■申
８
月
19
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内

線
５
２
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課

へ　

■他
市
HP

９
月
14
日
○水
～
19
日
○月
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催 

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展
作
品

■対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
団

体　

■
種
別　

工
芸
、
手
芸
、
書
、
絵
画
、

写
真
（
１
人
２
点
以
内
）　

■申
８
月
19
日
○金

ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
☎
24
‐
８
６
４
０

へ　

■他
問
合
せ
は
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
３
で
も
可
。
作
品
搬
入
は
９
月
13
日
○火

午
前
11
時

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡 

世
界
料
理
人
交
流
事
業
参
加
者

　

世
界
一
の
美
食
の
ま
ち
と
し
て
有
名
な
ス

ペ
イ
ン
北
部
～
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
バ
ス
ク

地
方
の
若
手
シ
ェ
フ
と
食
文
化
に
関
す
る
交

流
体
験
を
希
望
す
る
料
理
人
を
募
集
し
ま
す
。

■日
11
月
（
９
泊
10
日
程
度
）　

■場
ビ
ル
バ
オ

市
、
サ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
市
、
オ
ン
ダ

リ
ビ
ア
市
（
ス
ペ
イ
ン
）、
ビ
ア
リ
ッ
ツ
市

（
フ
ラ
ン
ス
）　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

の
料
理
人
３
人　

■費
10
万
円
程
度
（
交
通
費

等
の
３
分
の
２
を
補
助
）　

■申
８
月
31
日
○水

ま
で
４
０
０
字
程
度
の
志
望
動
機
を
本
所
食

文
化
推
進
室
☎
内
線
５
９
２
へ　

■他
市
HP

中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
開
業
し
ま
せ
ん
か 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

■対
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
商
売

を
始
め
る
方　

■内
補
助
対
象
経
費
（
上
限
１

２
０
万
円
）
を
補
助　

■申
８
月
31
日
○水
ま
で

鶴
岡
商
工
会
議
所
内
「
鶴
岡
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」
事
務

局
☎
24
‐
７
７
１
１
へ　

■他
HP
。
９
月
上
旬

▼
作
品
募
集　

■対
同
講
座
に
参
加
で
き
る
方　

■
規
格　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
「
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
ワ
ー
ド
」
で
作
成
の
原
稿
用
紙
80
枚
以

内
（
Ａ
４
判
横
、約
40
字
×
30
字
の
縦
書
き
）　

■申
９
月
３
日
○土
ま
で
同
館
へ　

■他
市
HP

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会 

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修（
Ⅱ
）」

■日
９
月
26
日
○月
～
11
月
28
日
○月　

■場
鶴
岡
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
り
あ
い
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
え
づ
、
中
央
公
民
館　

■定
20
人　

■費
３
万
円
（
別
途
健
康
診
断
料
）　

■申
９
月

５
日
○月
～
９
日
○金
に
同
協
議
会
事
業
推
進
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
24
‐
０
０
５
３
へ　

消
防
設
備
士
講
習 

■日
・
■内
10
月
６
日
○木
・
11
日
○火
…
警
報
設
備
、　

12
日
○水
…
消
火
設
備
、13
日
○木
…
避
難
設
備
・

消
火
器　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
。
６
日
は
山
形
県
消
防
学
校
〈
三
川
町
〉）　

■申
８
月
18
日
○木
～
９
月
２
日
○金
に
山
形
県
消

防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７

７
へ　

■他
申
請
書
は
消
防
本
部
等
に
設
置

募
集

鶴
岡
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り

事
業　

後
期
募
集

■
支
援
対
象
事
業　

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
活

用
を
図
り
、
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち

づ
く
り
事
業　

■内
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内
の
額
（
上
限
20
万
円
）
を
補
助
（
特

別
枠
あ
り
〈
年
間
１
件
。
上
限
50
万
円
〉）

心
肺
そ
生
法
な
ど
を
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
9
月
4
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■申
８
月
４
日
○木
～
31
日
○水
に

消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ

女
性
の
た
め
の 

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
講
座

■日
・
■内
９
月
11
日
○日
…「
世
間
の
枠
」と
わ
た

し
ら
し
さ
、
10
月
23
日
○日
…
身
体
的
暴
力
・

性
的
暴
力
を
知
る
、
11
月
13
日
○日
…
精
神
的

暴
力
・
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
知
る
、
12

月
18
日
○日
…
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
来
年
２

月
12
日
○日
…
自
尊
心　

■時
午
前
10
時　

■場
公

益
大
大
学
院　

■対
高
校
生
以
上
の
女
性
各
日

20
人　

■費
各
日
５
０
０
円　

■問
庄
内
ち
ぇ
り

あ
「
食
の
都
庄
内
」親
善
大
使
に
学
ぶ
地
産
地
消
フ
レ
ン
チ 

〝
地
産
地
消
〟
料
理
教
室

■日
９
月
14
日
○水
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分　

■場
四
季
の
里
「
楽
々
」　

■定
12
人　

■師
太
田

政
宏
氏　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
８
月
24
日

○水
～
９
月
５
日
○月
に
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン

室
☎
64
‐
５
８
６
０
へ

「
山
形
小
説
家
（
ラ
イ
タ
ー
）

講
座
」
鶴
岡
出
張
講
座

■日
９
月
17
日
○土
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民
館

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
応
募
作
品
（
３
作
品

程
度
）
の
講
評
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
サ
イ

ン
会　

■師
三
浦
し
を
ん
氏
（
直
木
賞
作
家
）、

池
上
冬
樹
氏
（
文
芸
評
論
家
）　

■申
８
月
23

日
○火
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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務
の
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店

☎
22
‐
３
１
４
７

退
職
金
の
悩
み
、
中
退
共
で

解
決
し
ま
せ
ん
か

 

「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退

職
金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優

遇
が
受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
て
の
た
め
管
理

も
簡
単
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
加

入
で
き
ま
す
。
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
03
‐
６
９

０
７
‐
１
２
３
４
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
９
月
４
日
○日
午
後
３
時　

■場
山
形
テ
ル
サ

（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
（
１
人
２
枚

ま
で
。
10
枚
限
定
）　

■申
８
月
29
日
○月
午
前

９
時
に
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
へ　

■問

同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

平
成
29
年
４
月
入
校　
　
　
　

      

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

防
衛
医
科
大

学
校
（
看
護

学
科
学
生
）

１
次
…
10
月
15
日
○土

２
次
…
11
月
26
日
○土

・
27
日
○日

１
次
…
鶴
岡

合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大

学
校
（
医
学

科
学
生
）

１
次
…
10
月
29
日
○土

・
30
日
○日

２
次
…
12
月
14
日
○水

～
16
日
○金

１
次
…
山
形

地
方
合
同
庁

舎（
山
形
市
）

防
衛
大
学
校

学
生
（
一
般

・
前
期
）

１
次
…
11
月
５
日
○土

・
６
日
○日

２
次
…
12
月
６
日
○火

～
10
日
○土

１
次
…
勤
労

者
会
館

■
受
付
期
間　

９
月
５
日
○月
～
30
日
○金　

■問

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎

22
‐
０
４
６
６

の
学
習
に
適
し
た
も
の　

■
部
門　

学
校
教

育
、
社
会
教
育
、
児
童
生
徒
作
品　

■
種
別　

ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ
、
映
写
用
原
紙
、
紙
芝

居
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
等　

■
各
賞　

最
優
秀
・
優
秀
賞
、
入
選　

■申
12
月
９
日
○金

～
19
日
○月
に
庄
内
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

☎
68
‐
１
９
８
３
へ　

■他
HP

相
談
・
そ
の
他

定
期
健
康
相
談
（
要
予
約
）

■日
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
８
月
12
日
○金
・
26

日
○金
、
９
月
９
日
○金
・
23
日
○金　

ひ
き
こ
も

り
相
談
…
８
月
19
日
○金
、
９
月
16
日
○金　

■時

午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
各
日
２
人

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
８
月
20
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

戸　

茅
原
２
号
（
Ｄ
）
…
３
戸　

■申
８
月
４

日
○木
～
10
日
○水
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西

王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

藤
島
歴
史
公
園
「
愛
称
」　

「
藤
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

▼
同
公
園
愛
称
募
集　

■

募
集
条
件　

藤
に
こ
だ
わ

っ
た
同
公
園
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称　

■
各
賞　

最
優

秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
2
点　

■申
８
月
１
日
○月
～
９
月
9

日
○金　

▼
藤
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
鶴
岡
藤
友

会
」「
藤
を
守
る
会
」
会
員
募
集　

■内
季
節

ご
と
の
藤
の
手
入
れ
（
せ
ん
定
等
）　

■申
８

月
１
日
○月
～
来
年
３
月
31
日
○金　

▼
共
通　

■申
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内
線

２
１
５　

■他
市
HP
。
応
募
用
紙
は
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
に
も
設
置

山
形
県
自
作
視
聴
覚
教
材  

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

■
テ
ー
マ　

地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
等

×
奥
行
４
・
７
ｍ
（
屋
根
あ
り
）　

■費
５
０

０
円　

■申
８
月
１
日
○月
～
17
日
○水
に
廃
棄
物

対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ

新
文
化
会
館
本
ど
ん
ち
ょ
う

「
繭
人
」

■定
30
人　

■内
同
館
本
ど

ん
ち
ょ
う
を
製
作
す
る

た
め
の
生
糸
用
の
秋
蚕

の
飼
育　

■
飼
育
期
間　

９
月
初
旬
～
中
旬
（
飼

育
キ
ッ
ト
配
布
は
９

月
１
日
○木
～
３
日
○土
）　

■申
８
月
１
日
○月
～
26
日

○金
に
本
所
政
策
企
画
課

☎
内
線
５
２
５
へ　

■他

市
HP入

居
時
期
10
月
上
旬　
　
　
　
　
　

県
営
住
宅
８
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
３
号
（
Ａ
）、
東
部
３

号
、
茅
原
３
号
（
Ａ
）、
末
広
１
号
（
Ａ
）・

（
Ｂ
）、
末
広
２
号
（
Ｃ
）、
末
広
３
号
（
Ｃ
）

…
各
１
戸　

東
部
１
号
、
茅
原
１
号
…
各
２

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

　
広域情報掲示板ぐるぐる庄内　

つちだよしはる絵本原画展
「みんなの図書館 Part2」

■日８月28日○日 まで（14日○日 つちだよし
はる氏のワークショップ・サイン会あり）
■場庄内町内藤秀因水彩画記念館
■問庄内町立図書館☎0234‐43‐3039

フェスティバルざっこしめ

■日８月６日○土 午前９時（雨天時は７日○日 ）
■場青山公民館付近の青龍寺川
■対幼児～小学生
■費200円
■問三川町公民館☎66‐4403

月の能 皇太神社奉納
「松山能」

■日８月20日○土 午後６時30分
■場同神社能楽堂
■内能「清経」、狂言「瓜盗人」、子ども狂
言「鬼の首引き」
■問酒田市松山総合支所建設産業課☎023
4‐62‐2611

奥の細道鳥海　　　　　
ツーデーマーチ

■日　緑と庄内砂丘、日本海コース（40k
m・20km・10km・５km）…９月３
日○土 　　水と鳥海山麓、自然コース（30
km・20km・10km・５km）…４日○日
■費2,000円（当日は200円増し。団体付
添いの保護者は1,000円。同付添いの
教員および高校生以下は無料）
■申８月12日○金 まで遊佐町生涯学習セン
ター内「同実行委員会」事務局☎0234
‐72‐4114へ

●遊佐町

●庄内町

●酒田市

●三川町

▼

▼

本どんちょうのデザイン…千住博氏「水神」
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子供のときの多くの体験が大切

NPO法人国際自然大学校理事・アドバイザー。自然体験
活動推進協議会事務局長、国立赤城青少年交流の家所長な
どを歴任。長年子供たちと接してきた経験を生かし、子供
のときの体験の大切さについて、小学校から大学までや企
業などを対象に精力的に講演を行う。櫛引地域子ども育成
合同研修会の講演会講師として来鶴。神奈川県出身。

桜
さ く ら い

井 義
よ し い え

維英 さん

子ども育成合同研修会の様子（６月11日／櫛引公民館）

　小学２年生のときにボーイスカウトに入り、少年
期からキャンプや登山三昧の日々を過ごしました。
その経験をそのまま職業にしたいと考え、大学時代
の友人と国際自然大学校を立ち上げたのが33年前。
子供たちと自然の中で過ごす活動を行ってきました。
　子供のときにいろいろな体験をすることは、とて
も大切です。皆さんは転んだときにとっさに手を着
きますよね。それは子供のときに「転ぶ」体験をし
たからできることです。あるとき、キャンプに来た
子供が、たき火の中に手を突っ込もうとしました。
なぜでしょうか。火が熱いことを知らなかったので
す。今、オール電化などの家では、家の中で火を使
う機会がめったにありません。火が熱いことを実際
に体験できる環境がなければ、そういった子供がい

ても不思議ではないのです。
　子供に様々な体験をさせ
るときに大切なことは、不
自然な形の体験をさせない

こと。例えば、子供がキャンプで原始的な火起こし
体験をしている脇で、大人がライターを使うといっ
たようなことです。また、家庭の中で箸の持ち方や
雑巾の絞り方を教える際も、ただ持ち方や絞り方を
教えるだけでは意味がありません。箸が正しく持て
るということは、マナーを守った食事ができるとい
うこと。雑巾が絞れるということは、きちんと掃除
ができるということです。そういう根本的な部分を
見落として、形式だけにとらわれた体験をさせてし
まうと、何もできない大人に育ってしまいます。
　子供のときの体験は、何かを判断する際の材料と
なるものです。ですから、より多くの体験をした子
供のほうが、将来、何か事に当たったときに決断す
る力を持っているのです。私は「自然の中での、自
然な形での体験」は、子供が生きていく能力を身に
付けるために大切なことだと考えています。これか
らも自然の中での活動や講演などを通して、子供の
ときの体験の大切さを伝えていきたいですね。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て

　

全
国
各
地
に
、
そ
の
土
地
の
観
光
名

所
や
名
産
な
ど
が
描
か
れ
た
趣
向
を
凝

ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
下
水
道
用
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
知
り

ま
し
た
。
鶴
岡
に
も
独
自
デ
ザ
イ
ン
の

蓋
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
内
に
10
種
類
以
上
の

デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
昭
和
60
年
頃

に
初
め
て
桜
・
鶴
・
大
宝
館

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ

ン
の
蓋
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
下
水
処
理
区
ご
と

に
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
で
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
所
も
あ
る
の
で
、
市
内
に
は

10
種
類
以
上
の
デ
ザ
イ
ン
の
蓋
が
あ
り

ま
す
。
最
も
新
し
い
も
の
は
、
加
茂
地

区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
加
茂
水
族
館
の

ク
ラ
ゲ
等
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
蓋
。
市

HP
で
紹
介
し
て
い
ま
す
し
、
８
月
１
日

QＡ
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

今月の各種相談窓口開設日　8/4 ～ 9/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ９日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 26日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 16日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

朝日庁舎総務企画課☎内線410 16日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 25日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 18日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 26日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 13日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
８．13○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　      〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
19○金 ９：30 ～11：30 市役所本所

　      〃　 13：00 ～15：30 　　〃
24○水 ９：00 ～11：30 中央工業団地管理センター

　      〃 13：00 ～15：30 〃
25○木 13：30 ～15：30 鶴岡警察署

○月
～
12
日
○金
に
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ

ー
で
実
施
す
る
自
由
研
究
応
援
展
示

「
知
り
た
い
！
下
水
道
の
こ
と
」（
本
号

11
ペ
ー
ジ
）
で
は
実
際
の
蓋
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ほ
と
ん
ど
が
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い

る
下
水
道
施
設
。
ふ
だ
ん
の
生
活
で
そ

の
役
割
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
川
や
海
の

水
質
環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
の

蓋
は
、
下
水
道
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
で
す
。
今
年
の
4
月
に

は
、
全
国
27
の
都
市
と
、「
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
各
都
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
写
真

を
カ
ー
ド
に
し
た
も
の
。
種
類
は
30
種

類
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
由
来
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
市
の
カ
ー
ド
に
は
加

茂
地
区
の
蓋
を
採
用
し
ま
し
た
。
下
水

道
課
で
配
布

し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　〈
上
下
水
道
部
下
水
道
課
〉　

※
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
見
る
際
は
、
車

や
歩
行
者
等
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

車
道
は
大
変
危
険
で
す
。



広
報
つ
る
お
か　

平
成
28
年
８
月
号

【 

平
成
28
年
８
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成28年６月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,725人
　　 （男：62,316人、女：68,409人）
　世帯数：48,674世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第４回 弁天島から、広がる日本海を望む 鼠ヶ関

▲現在はキャンプもできる

▲現在

▲鼠ヶ関海水浴場（昭和前期頃）

▲弁天島遠景（昭和前期頃）

　

新
潟
と
の
県
境
に
位
置
し
、
明
治
五

年
ま
で
関
所
が
置
か
れ
て
い
た
鼠
ヶ
関

地
区
。
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年

六
月
、
著
名
な
詩
人
・
西
条
八
十
氏
が

訪
れ
た
際
、「
天
下
に
比
類
な
き
絶
景
」

と
そ
の
風
景
を
賞
賛
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
六
年
に
山
形
新
聞
社
が
実
施
し
た

「
観
光
や
ま
が
た
県
一
自
慢
投
票
」
で

は
、
山
寺
（
山
形
市
）
を
抑
え
て
一
位

を
獲
得
。
古
く
か
ら
名
勝
と
し
て
知
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
と
弁
天
島
が
陸
続
き
に
な
っ
た

の
は
二
十
年
代
後
半
。
二
十
五
年
に
鼠

ヶ
関
港
が
避
難
港
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
埋
立
地
の
造
成
が
進
め
ら
れ
、

現
在
の
よ
う
な
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
復
興
と
と
も
に
、
夏
の
娯
楽

と
し
て
海
水
浴
が
盛
ん
に
な
る
と
、
鼠

ヶ
関
海
水
浴
場
で
は
小
学
生
の
臨
海
学

校
な
ど
が
こ
ぞ
っ
て
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
に
は
弁
天
島

南
側
に
人
工
ビ
ー
チ
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク

ね
ず
が
せ
き
」
が
完
成
。
シ
ー
ズ
ン
中
、

二
つ
の
海
水
浴
場
に
は
多
く
の
家
族
連

れ
な
ど
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
三
十
六
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
海
上

歓
迎
・
放
流
行
事
の
会
場
に
も
選
ば
れ

て
い
る
鼠
ヶ
関
。
弁
天
島
か
ら
、
広
が

る
日
本
海
を
望
む
風
情
あ
る
港
町
に
、

爽
や
か
な
潮
風
が
吹
き
抜
け
ま
す
。

■
問
合
せ　

温
海
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
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　マリンパークねずがせき
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